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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オンラインペイフォーアクセス法律調査システムを作動させる方法であって、該方法は
、
　一次データベースからのペイフォーアクセスデータに対するユーザクエリの受け取りに
応答して、該一次データベースにしたがって少なくとも１つの非ペイフォーアクセスデー
タベースを決定し、かつ、該一次データベースからのペイフォーアクセスデータと、該少
なくとも１つの非ペイフォーアクセスデータベースからの非ペイフォーアクセスデータと
を含む検索結果を出力する工程
　を含み、
　該ペイフォーアクセスデータおよび該非ペイフォーアクセスデータの両方が、該受け取
ったユーザクエリに関連するコンテンツを表す、方法。
【請求項２】
　前記ペイフォーアクセスデータと前記非ペイフォーアクセスデータとを含む検索結果を
出力する工程は、グラフィカルユーザインタフェースの別個の領域に前記ペイフォーアク
セスデータと前記非ペイフォーアクセスデータとを含む該インタフェースを定義する工程
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記検索結果を出力する工程は、前記ユーザクエリ内のワードペアに基づいて概念検索
を行う工程を含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記受け取ったユーザクエリは、前記オンラインペイフォーアクセス調査システムにア
カウントを有するユーザと関連付けられ、前記方法は、前記非ペイフォーアクセスデータ
と関連する１つ以上の第三者広告を出力する工程を含み、該第三者広告のうちの１つ以上
は、該ユーザの身元に基づいて選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つの第三者広告のスポンサは、前記ユーザが前記１つの第三者広告をクリックし
た場合、クリックスルー料金を支払い、該クリックスルー料金の一部は、前記オンライン
法律調査システムまたは該オンライン法律調査システムと関連付けられた広告権を所有も
しくは管理するエンティティに分配される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第三者広告のうちの前記１つ以上は、法律業界の製品またはサービスに関する、請
求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザは、特定の法律専門分野と関連付けられ、前記法律業界の製品またはサービ
スは、該特定の法律専門分野とは異なる法律専門分野に関する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記検索結果は、１つ以上のペイフォーアクセス文書を特定し、
　前記方法は、
　該ペイフォーアクセス文書のうちの１つを表示するようにとのユーザのリクエストを受
け取る工程と、
　該受け取ったユーザリクエストに応答して、該ユーザを透過的に認証する工程と、
　該ユーザの認証に応答して、該ペイフォーアクセス文書のうちの該１つを表示する工程
と
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　オンラインペイフォーアクセス法律調査システムを作動させる方法であって、
　該方法は、
　一次データベースからの非ペイフォーアクセスデータに対するユーザクエリの受け取り
に応答して、該一次データベースにしたがって少なくとも１つのペイフォーアクセスデー
タベースを決定し、該少なくとも１つのペイフォーアクセスデータベースからのペイフォ
ーアクセスデータと、該一次データベースからの非ペイフォーアクセスデータとを含む検
索結果を出力する工程
　を含み、
　該ペイフォーアクセスデータおよび該非ペイフォーアクセスデータの両方が、該受け取
ったユーザクエリに関連するコンテンツを表す、方法。
【請求項１０】
　前記ペイフォーアクセスデータと非ペイフォーアクセスデータとを含む検索結果を出力
する工程は、グラフィカルユーザインタフェースの別個の領域に該ペイフォーアクセスデ
ータと該非ペイフォーアクセスデータとを含む該インタフェースを定義する工程を含む、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記検索結果を出力する工程は、前記ユーザクエリ内のワードペアに基づいて概念検索
を行う工程を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記検索結果は、１つ以上のペイフォーアクセス文書を特定し、
　前記方法は、
　該ペイフォーアクセス文書のうちの１つを表示するようにとのユーザのリクエストを受
け取る工程と、
　該受け取ったユーザリクエストに応答して、該ユーザを透過的に認証する工程と、
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　該ユーザの認証に応答して、該ペイフォーアクセス文書のうちの該１つを表示する工程
と
　をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　オンラインペイフォーアクセス法律調査システムを作動させる際に用いる機械可読媒体
であって、該媒体は、
　一次データベースからのペイフォーアクセスデータおよび非ペイフォーアクセスデータ
のうちの１つに対するユーザクエリを受け取る命令
　を含み、
　該ユーザクエリが、ペイフォーアクセスデータに対するものである場合には、該媒体は
、
　　該一次データベースにしたがって少なくとも１つの非ペイフォーアクセスデータベー
スを決定する命令と、
　　該一次データベースからのペイフォーアクセスデータおよび該少なくとも１つの非ペ
イフォーアクセスデータベースからの非ペイフォーアクセスデータを含む検索結果を出力
することによって、該受け取ったユーザクエリに応答する命令と
　をさらに含み、
　該ユーザクエリが、非ペイフォーアクセスデータに対するものである場合には、該媒体
は、
　　該一次データベースにしたがって少なくとも１つのペイフォーアクセスデータベース
を決定する命令と、
　　該少なくとも１つのペイフォーアクセスデータベースからのペイフォーアクセスデー
タと、該一次データベースからの非ペイフォーアクセスデータとを含む検索結果を出力す
ることにより、該受け取ったユーザクエリに応答する命令と
　をさらに含み、
　該ペイフォーアクセスデータおよび該非ペイフォーアクセスデータの両方が、該受け取
ったユーザクエリに関連するコンテンツを表す、媒体。
【請求項１４】
　前記媒体は、前記ユーザクエリ内のワードペアに基づいて概念検索を行うための命令を
含む、請求項１３に記載の機械可読媒体。
【請求項１５】
　前記受け取ったユーザクエリは、前記オンラインペイフォーアクセス調査システムにア
カウントを有するユーザと関連付けられ、
　前記媒体は、前記非ペイフォーアクセスデータと関連する１つ以上の第三者広告を出力
するための命令をさらに含み、該第三者広告のうちの１つ以上は、該ユーザの身元に基づ
いて選択される、請求項１３に記載の機械可読媒体。
【請求項１６】
　オンラインペイフォーアクセス法律調査システム用のサーバであって、該サーバは、
　一次データベースからのペイフォーアクセスデータおよび非ペイフォーアクセスデータ
のうちの１つに対するユーザクエリを受け取るための手段
　を備え、
　該ユーザクエリが、ペイフォーアクセスデータに対するものである場合には、該サーバ
は、
　　該一次データベースにしたがって少なくとも１つの非ペイフォーアクセスデータベー
スを決定するための手段と、
　　該受け取ったユーザクエリに応答して、該一次データベースからのペイフォーアクセ
スデータおよび該少なくとも１つの非ペイフォーアクセスデータベースからの非ペイフォ
ーアクセスデータを含む検索結果を出力するための手段と
　をさらに備え、
　該ユーザクエリが、非ペイフォーアクセスデータに対するものである場合には、該サー
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バは、
　　該一次データベースにしたがって少なくとも１つのペイフォーアクセスデータベース
を決定するための手段と、
　　該受け取ったユーザクエリに応答して、該少なくとも１つのペイフォーアクセスデー
タベースからのペイフォーアクセスデータと、該一次データベースからの非ペイフォーア
クセスデータとを含む検索結果を出力するための手段と
　をさらに備え、
　該ペイフォーアクセスデータおよび該非ペイフォーアクセスデータの両方が、該受け取
ったユーザクエリに関連するコンテンツを表す、サーバ。
【請求項１７】
　ペイフォーアクセスデータと非ペイフォーアクセスデータとを含む検索結果を出力する
前記手段は、グラフィカルユーザインタフェースの別個の領域に該ペイフォーアクセスデ
ータと該非ペイフォーアクセスデータとを含む該インタフェースを定義する手段を含む、
請求項１６に記載のサーバ。
【請求項１８】
　前記検索結果は、前記ユーザクエリ内のワードペアに基づいた概念検索を用いて決定さ
れる、請求項１６に記載のサーバ。
【請求項１９】
　前記受け取ったユーザクエリは、前記オンラインペイフォーアクセス法律調査システム
にアカウントを有するユーザと関連付けられ、前記サーバは、前記非ペイフォーアクセス
データと関連付する１つ以上の第三者広告を出力するための手段をさらに備え、該第三者
広告のうちの１つ以上は、該ユーザの身元に基づいて選択される、請求項１６に記載のサ
ーバ。
【請求項２０】
　ペイフォーアクセスオンライン法律調査システム用のグラフィカルユーザインタフェー
スであって、該インタフェースは、
　一次データベースからのペイフォーアクセス法律文書に対するクエリを受け取る手段と
、
　該クエリに応答して検索結果を表示する手段であって、該検索結果は、該一次データベ
ースからの１つ以上のペイフォーアクセス法律文書および該一次データベースにしたがっ
て決定された少なくとも１つの非ペイフォーアクセスデータベースからの１つ以上の非ペ
イフォーアクセス法律文書を特定する、手段と
　を備え、
　該ペイフォーアクセス法律文書および該非ペイフォーアクセス法律文書の両方が、該受
け取ったクエリに関連するコンテンツを含む、グラフィカルユーザインタフェース。
【請求項２１】
　前記非ペイフォーアクセス文書のうちの１つ以上に隣接して表示される、１つ以上の選
択可能な広告機能をさらに備える、請求項２０に記載のグラフィカルユーザインタフェー
ス。
【請求項２２】
　１つ以上のペイフォーアクセス法律文書を特定する前記検索結果は、グループ化され、
１つ以上の非ペイフォーアクセス法律文書を特定する前記検索結果とは別にされる、請求
項２０に記載のグラフィカルユーザインタフェース。
【請求項２３】
　１つ以上の法律調査データベースに連結された、オンライン法律調査プロバイダ用のサ
ーバと、
　インターネットを介して該サーバに連結され、かつ、少なくとも部分的に該サーバによ
って構成または定義された１つ以上のユーザインタフェース要素を含むグラフィカルユー
ザインタフェースを提示するためのディスプレイを有するクライアントアクセス装置であ
って、該インターネットに接続され、かつ該法律調査データベースの外部にあるかまたは
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それとは別個の一次データベースからのコンテンツに対するクエリを、該要素のうちの１
つ以上によって、該ユーザが定義して送信することができる、クライアントアクセス装置
と、
　該一次データベースにしたがって該法律調査データベースの少なくとも１つを決定する
ために該サーバに関連付けられた手段と、
　該受け取ったクエリに応答して該クライアントアクセス装置に検索結果を返すための、
該サーバに関連付けられた手段であって、
　　該検索結果は、該一次データベースからの、かつ第１のユーザインタフェース要素と
関連付けられた、無料の公的にアクセス可能なインターネット文書の第１のリストと、該
法律調査データベースのうちの該少なくとも１つからの、かつ第２のユーザインタフェー
ス要素と関連付けられた、ペイフォーアクセス文書の第２のリストとを含み、
　　各第１のユーザインタフェース要素のユーザ選択によって、該第１のリストされたイ
ンターネット文書のうちの対応する１つの検索および／または表示が行われ、各第２のユ
ーザインタフェース要素のユーザ選択によって、該クライアントアクセス装置のユーザと
関連付けられたアカウントに対する金銭的負担の算定および／またはユーザ認証プロセス
の実行が行われる、手段と
　を備えている、システム。
【請求項２４】
　前記サーバ、前記クライアントアクセス装置、または前記グラフィカルユーザインタフ
ェースのコンポーネントのうちの１つ以上を格納する、１つ以上の機械可読媒体をさらに
備え、該グラフィカルユーザインタフェースは、該クライアントアクセス装置上のブラウ
ザアプリケーションによって制御されるＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）型インタフェースで
ある、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　ペイフォーアクセス文書の前記第２のリストは、前記第１のユーザインタフェース要素
のうちの１つのユーザ選択に応答して更新され、該更新は、前記第１のリストされたイン
ターネット文書のうちの前記対応する１つのコンテンツに基づいたクエリを生成する工程
を含む、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記サーバは、１つ以上の商用法律調査データベース、１つ以上の商用財務調査データ
ベース、１つ以上の商用科学調査データベース、および１つ以上の商用学術またはニュー
ス調査データベースに連結され、
　前記ペイフォーアクセス文書の第２のリストは、該法律調査からの１つ以上の文書、該
財務調査データベースからの１つ以上の文書、該科学調査データベースからの１つ以上の
文書、および該学術またはニュース調査データベースからの１つ以上の文書を列挙してい
る、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記サーバは、広告の第三者データベースに連結され、前記グラフィカルユーザインタ
フェースは、前記クライアントアクセス装置のユーザが前記オンライン法律調査プロバイ
ダのウェブサイトに署名してインターネット検索サービスを呼び出すのに応答して、該ク
ライアントアクセス装置上に表示され、
　該グラフィカルユーザインタフェースは、該ユーザの身元に基づくか、または該オンラ
イン法律調査プロバイダの該ウェブサイトからの該インターネット検索サービスの呼び出
しに基づいて、該広告のデータベースから選択される１つ以上の第三者広告を含み、
　該広告の第三者データベースの管理者または制御者は、該オンライン法律調査プロバイ
ダと広告収入を分配する、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記グラフィカルユーザインタフェースは、前記ペイフォーアクセス文書のうちの１つ
以上にアクセスすることをユーザが希望するかどうかの決定において、該ユーザを支援す
るように、前記第２のペイフォーアクセス文書のリストに特定された前記文書の検索を定
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義し、開始するための１つ以上の要素を含む、請求項２３に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（著作権に関する通知および許諾）
　本特許文書の一部は、著作権保護にかかわる内容を含む。著作権者は、商標特許庁の特
許ファイルもしくは記録における場合には、本特許文書および本特許開示を何人が複写再
生することに異議はないが、他の場合にはどんな場合であっても全著作権を留保する：
　著作権（ｃ）２００５，Ｔｈｏｍｓｏｎ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ．
　（関連出願の引用）
　本出願は、米国仮特許出願第６０／６８７，１２４号（２００５年６月３日出願）に対
する優先権を主張する。上記仮出願は、参照により本明細書において援用される。
【０００２】
　（技術分野）
　本発明の種々の実施形態は、法律文書または他の関連コンテンツを提供するような情報
検索システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　米国の法律制度内および世界の他のいくつかの国々の裁判官や弁護士は、争いの解決に
最も関連するものを求めて、増え続ける過去の見解、または判例法の本文を絶えず調査し
ている。これらの検索を容易にするために、ミネソタ州セントポールのＷｅｓｔ　Ｐｕｂ
ｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｔｈｏｍｓｏｎ　Ｗｅｓｔの名称で事業を経営してい
る）は、米国各地の裁判所から裁判所の見解を収集し、自らのＷｅｓｔｌａｗ（登録商標
）ペイフォーアクセス検索システムを通じて、それらを電子的に入手可能にしている（Ｗ
ｅｓｔｌａｗは、Ｔｈｏｍｓｏｎ　Ｗｅｓｔの登録商標である）。
【０００４】
　大きな成功を収めているＷｅｓｔｌａｗシステムに関して本発明者らが認識した１つの
問題は、そのユーザが自分の仕事に関連するブログや法律事務所のウェブサイトのような
オープンウェブコンテンツにもアクセスする点にある。上記のようなシステムがあるにも
かかわらず、このオープン（無料）ウェブコンテンツにアクセスするには、通常、ユーザ
が専門家向けのＷｅｓｔｌａｗ検索インタフェースを離れ、Ｇｏｏｇｌｅ．ｃｏｍあるい
はＹａｈｏｏ．ｃｏｍのような広告ベースの消費者向けパブリックサーチエンジンに移る
ことが必要となる。これらのパブリックサーチエンジンは、法曹人の特定のニーズに基づ
いてコンテンツを効果的に編成して提示するＷｅｓｔｌａｗのようなシステムの能力を欠
くばかりでなく、広告への関心に基づいてその検索結果を操作することも行う。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明者らは、法曹人のみならず、ペイフォーアクセス検索システムを使用す
る他の種類の専門家向けに、この情報検索システムを改良する必要性を認識した。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この必要性および／または他の必要性に対処するために、本発明者らは、数ある中でも
特に、Ｗｅｓｔｌａｗシステムのようなペイフォーアクセス検索システムからのオープン
ウェブコンテンツの検索を容易にする種々のシステム、方法、およびソフトウェアを発明
した。１つの例示的なペイフォーアクセスシステムは、ユーザから法律専門家の意見を求
めるクエリを受け取り、ペイフォーアクセスコンテンツおよび非ペイフォーアクセスコン
テンツを含む検索結果を返す。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、検索を促進するために、１つはペイフォーアクセスデータベ
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ースの収集用、もう１つは非ペイフォーアクセス（オープン）データベース用の、２つの
検索エンジンが用いられる。また、これらの実施形態のいくつかの変形形態では、非ペイ
フォーアクセス検索は、ユーザと関連付けられているＩＤ、専門家としてのプロフィール
、またはワークフロータスクのような文脈情報と組み合わせた、ユーザクエリに基づいて
いる。さらに、いくつかの実施形態は、クエリおよび／または文脈情報に基づいて、広告
と関連させて、非ペイフォーアクセスコンテンツのような、検索結果の１つ以上の部分を
表示する。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、クエリは、オプションとして、オープンコンテンツのみに向
けられ、結果は、関連するペイフォーアクセスコンテンツに対する１つ以上の示唆と関連
させて提示もしくは表示される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　上に特定した図を参照しかつ組み込んだ本説明では、本発明の１つ以上の特定の実施形
態を説明する。本発明を限定するためではなく、例示し教示するためにのみ提供するこれ
らの実施形態を、当業者が本発明を実現または実践することが可能となるよう、十分詳細
に示しかつ説明する。従って、本発明を不明瞭にするのを避けることが適切な場合、本説
明では、当業者に既知の特定の情報を省略することがある。
【００１０】
　（例示的な情報検索システム）
　図１に、例示的なオンライン情報検索システム１００を示す。システム１００は、１つ
以上のペイフォーアクセスデータベース１１０と、１つ以上のオープン（非ペイフォーア
クセス）データベース（またはデータソース）１２０と、１つ以上のサーバ１３０と、１
つ以上のアクセス装置１４０とを含む。
【００１１】
　ペイフォーアクセスデータベース（またはデータストア）１１０は、一組の一次データ
ベース１１２と、一組の二次データベース１１４とを含む。例示的な実施形態では、一次
データベース１１２は、判例データベース１１２１と法令データベース１１２２とを含み
、それらはそれぞれ、１つ以上の地方、州、連邦、および／または国際的管轄区域からの
裁判所の見解および法令を含んでいる。第二順位の司法当局、またはより一般的には一次
データベース内の司法当局もしくは立法当局によって提供されるものの下位に位置する当
局の法律関係文書を含む二次データベース１１４は、ＡＬＲ（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｌａｗ
　Ｒｅｐｏｒｔｓ）データベース１１４１と、ＡＭＪＵＲデータベース１１４２と、Ｗｅ
ｓｔ　Ｋｅｙ　Ｎｕｍｂｅｒ　（ＫＮＵＭ）分類データベース１１４３と、法律評論誌（
ＬＲＥＶ）データベース１１４４とを含む。別の実施形態は、弁論趣意書、訴答書面、供
述録取書の写しのような、提訴された裁判所文書を含むことができる。また、さらに別の
実施形態は、ペイフォーアクセスの財務コンテンツ、科学コンテンツ、またはヘルスケア
コンテンツを含む非法律データベースを含む。また、いくつかの実施形態では、一次およ
び二次は、検索結果の提示順序を暗示するか、または単に、一組のデータベースを他と名
目上区別するだけであり、必ずしも検索結果の権威あるいは信頼性を暗示するものではな
い。
【００１２】
　非ペイフォーアクセスデータベース１２０は、１つ以上のニュースデータベース１２１
と、法律事務所ウェブサイトデータベース１２２と、弁護士会ウェブサイトデータベース
１２３と、法律ブログデータベース１２４と、その他データベース１２５とを含む。例示
的なニュースデータベースには、ｌａｗ．ｃｏｍ、ｃｎｎ．ｃｏｍ／ｌａｗ、ｃｏｒｐｃ
ｏｕｎｓｅｌ、ｌｅｇａｌｎｅｗｓｗａｔｃｈ、Ａｍｅｒｉｃａｎｌａｗｙｅｒ、ＭＯＭ
ｅｄｉｃａｌＬａｗが含まれる。例示的な法律事務所データベースには、ｂａｋｅｒｉｎ
ｆｏ．ｃｏｍ、ｍｏｆｏ．ｃｏｍ、ｓｈｅａｒｍａｎ．ｃｏｍ、ｓｌｗｋ．ｃｏｍ、ｌｉ
ｎｄｑｕｉｓｔ．ｃｏｍが含まれる。例示的な弁護士会データベースには、ＡＢＡｎｅｔ



(8) JP 5518331 B2 2014.6.11

10

20

30

40

50

．ｏｒｇ、ｍｎｂａｒ．ｏｒｇ、ｌａｗｓｃｈｏｏｌ／ｃｏｒｎｅｌｌ．ｅｄｕ、ｊｕｒ
ｉｓｔ　ｌａｗ．ｐｉｔｔ．ｅｄｕが含まれる。ブログデータベースには、ＭａｙＩｔＰ
ｌｅａｓｅＴｈｅＣｏｕｒｔ、ｉｐ－Ｕｐｄａｔｅｓ、ＴｈｅＮｏｎｂｉｌｌａｂｌｅＨ
ｏｕｒ、ｍｙＳｈｉｎｇｌｅ、ＢｅｎｅｆｉｔｓＣｏｕｎｓｅｌ、ＣｒｉｍＬａｗ、およ
びＣｉｒｃｕｉｔ２が含まれる。その他データベースには、ＦＴＣ．ｇｏｖおよびｅｔｈ
ｉｃｓ．ｓｔａｔｅ．ＴＸ．ｕｓが含まれる。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、非ペイフォーアクセスデータベースは、法的題材とのその関
連性にかかわりなく、あらゆる無料の公的にアクセス可能なインターネットコンテンツを
含む。さらに別の実施形態では、非ペイフォーアクセスデータベースは、ユーザが選択し
たデータベースを得るためのＵＲＬまたはＵＲＬ（統一資源ロケータ）を含むことができ
る。場合によっては、これらのデータベースまたはＵＲＬは、ユーザのクリックまたは他
の利用頻度を示す指標のモニタリングに基づいて、最近アクセスのあったリストとして提
供される。
【００１４】
　例示的な実施形態では、例示的な１つ以上の電子データ記憶装置、磁気データ記憶装置
、または光学データ記憶装置の形態をとるデータベース１１０および１２０は、それぞれ
の索引（図示せず）を含むか、またはそれに関連付けられている。索引の各々は、対応す
る文書のアドレス、識別子、および他の通常の情報に関連した用語および語句を含む。例
示的な実施形態では、概念検索を促進するために、索引は、例えば名詞語ペアおよび名詞
語ペアの連鎖のようなワードペアを含む。別の実施形態は、Ｇｏｏｇｌｅ、Ｙａｈｏｏ、
またはＭＳＮで用いられているような従来のキーワード索引を含むことができる。
【００１５】
　データベース１１０および１２０は、ローカルネットワーク、ワイドネットワーク、プ
ライベートネットワーク、または仮想プライベートネットワークのような無線もしくは有
線による通信ネットワークを介して、サーバ１３０に連結されているかまたは連結可能で
ある。
【００１６】
　一般に１つ以上のサーバを表すサーバ１３０は、関連するアプレットをともなうウェブ
ページまたは他のマークアップ言語形式、ＡｃｔｉｖｅＸコントロール、遠隔呼出しオブ
ジェクト、または他の関連ソフトウェアおよびデータ構造の形でデータを供給し、クライ
アントに様々な「厚さ」のサービスを提供する。より詳細には、サーバ１３０は、プロセ
ッサモジュール１３１と、メモリモジュール１３２と、サブスクライバデータベース１３
３と、一次検索モジュール１３４と、二次検索モジュール１３５と、ウェブ検索・クロー
ラモジュール１３６と、ユーザインタフェースモジュール１３７とを含む。
【００１７】
　プロセッサモジュール１３１は、１つ以上のローカルプロセッサもしくは分散プロセッ
サ、コントローラ、あるいはバーチャルマシンを含む。例示的な実施形態では、プロセッ
サモジュール１３１は、任意の使いやすい、または望ましい形状をとっている。
【００１８】
　１つ以上の電子データ記憶装置、磁気データ記憶装置、または光学データ記憶装置の例
示的形態をとるメモリモジュール１３２は、サブスクライバデータベース１３３、一次検
索モジュール１３４、二次検索モジュール１３５、ウェブ検索・クローラモジュール１３
６およびユーザインタフェースモジュール１３７を格納する。
【００１９】
　サブスクライバデータベース１３３は、データベース１１０の利用時払いまたはサブス
クリプションベースのアクセスを制御、運営、および管理するためのサブスクライバ関連
データを含む。例示的な実施形態では、サブスクライバデータベース１３３は、１つ以上
のプリファランスデータ構造を含んでおり、データ構造１３３１はそれを表している。デ
ータ構造１３３１は、顧客すなわち利用者の識別名部分１３３１Ａを含んでおり、該部分
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は、データフィールド１３３１Ｂ、１３３１Ｃ、１３３１Ｄ、１３３１Ｅ、１３３１Ｆ、
および１３３１Ｇのような１つ以上のデータフィールドと論理的に関連付けられている。
【００２０】
　データフィールド１３３１Ｂは、判例データベースあるいは非ペイフォーアクセスデー
タベースのような選択データベースを検索する際に、補足検索を可能にするかまたは不能
にするかを決定するデフォルト値を含む。データフィールド１３３１Ｃは、一組の１つ以
上の非ペイフォーアクセスデータベースまたはデータソースを定義する１つ以上のＵＲＬ
のリストを含む。データフィールド１３３１Ｄは、二次検索結果の補足の提示、例えば、
様々なコンテンツの種類のリスティング優先順位または表示すべき結果の最大数を決定す
るデフォルト値を含む。データフィールド１３３１Ｅは、二次検索中に２つまたはそれ以
上の二次検索アルゴリズムもしくは受入基準のうちのいずれを用いるかを決定するデフォ
ルト値を含む。
【００２１】
　データフィールド１３３１Ｆは、検索結果内への広告の提示を決定する１つ以上の値を
含む。例えば、いくつかの実施形態では、データフィールド１３３１Ｆは、非ペイフォー
アクセスデータベースまたはデータソースからの検索結果と関連付けられた第三者広告の
提示をユーザが許可しているか否かを示す。別の実施形態では、一組の１つ以上の広告主
を含むかまたは特定することもできる。また、さらに別の実施形態では、データフィール
ド１３３１Ｆは、広告をペイフォーアクセスデータと関連づけて提示してもよいことを示
すことができる。このような場合には、ユーザは、ペイフォーアクセスデータへのアクセ
スに対して算定される料金の総割引または部分割り引きを受けることによって、広告を許
容することに対する補償を受けることができる。データフィールド１３３１Ｇは、例えば
仕事の専門分野、管轄区域、教育データ、法曹協会登録日、アソシエート－パートナーの
地位、推定または実際の所得もしくは所得範囲などの、ユーザ向けの専門家プロフィール
情報を含む。
【００２２】
　一次検索モジュール１３４は、ペイフォーアクセスデータベース１１０のうちの１つ以
上に対するユーザクエリを受け取って処理するための、１つ以上の検索エンジンおよび関
連するユーザインタフェースコンポーネントを含む。例示的な実施形態では、検索モジュ
ール１３４と関連付けられた１つ以上の検索エンジンは、ブール検索機能、ｔｆ－ｉｄｆ
検索機能、自然言語検索機能を備える。
【００２３】
　二次検索モジュール１３５は、データベース１１０のうちの１つ以上に対するクエリを
受け取って処理するための１つ以上の検索エンジンを含む。例示的な実施形態では、二次
検索モジュール１３５は、ユーザクエリおよび／または一次検索モジュール１３４からの
結果を用いて、複合ベクトルベースの分類検索を提供する。他の実施形態では、第２のデ
ータベースは、判例法データベースの検索を拡大するために、トピック別の論文、州のガ
イドライン、法令、および／または法律評論記事を提供する。また、別の実施形態は、法
令検索、規制検索、二次資料検索、およびニュース検索を拡大している。いくつかの実施
形態は、第２のデータベースからの文書へのアクセスに対して、別個または追加の料金を
課金する。
【００２４】
　ウェブ検索・クローラモジュール１３６は、コンテンツに索引を付けて、非ペイフォー
アクセスデータベース１２０のうちの１つ以上、より一般的にはデータベース外部の任意
のコンテンツに対するユーザクエリを処理するための、１つ以上の検索エンジンと、関連
するユーザインタフェースコンポーネントとを含む。いくつかの実施形態では、モジュー
ル１３６と関連付けられた１つ以上の検索エンジンおよびクローラは、一次および／また
は二次検索モジュールの機能をミラーリングし、オープンウェブコンテンツに対して、高
度な専門的索引付けおよび／または検索機能を提供する。他の実施形態では、モジュール
１３６は、Ｇｏｏｇｌｅ、Ｙａｈｏｏ、およびＭＳＮのような汎用検索エンジンの機能性
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を含むか、それにアクセスする。
【００２５】
　さらに別の実施形態では、モジュールのウェブクローラ部分は、例えば、法律、財務、
科学、健康関連、教育、または政治情報を取り入れ、ウェブのトピック別スライスを生成
するページを見つけて索引を付ける。２００１年１２月２１日に提出され、引用により本
明細書に組み込まれる、同時係属の米国特許出願第１０／０２７，９１４号（代理人整理
番号４９６２．０１５ＵＳ１；ＣＡＲＥ　ＵＳ）に記載されているような文書カテゴリ化
エンジンでページを後処理することによってそのようなスライスを生成するためには、．
ｃｏｍや．ｏｒｇのようなドメインから多数のページをダウンロードすることが必要かも
しれない。あるいは、ユーザ定義または管理者定義のＵＲＬのリストから始め、その後単
純にダウンロードし、これらのサイトからの全てのページをフィルタすることもできよう
。このモジュールは、ドキュメントクラスタリングツールおよび名前によるエンティティ
抽出ツールをさらに含む。ドキュメントクラスタリングツールは、ダウンロードされた材
料中のサブトピックを見つけるか、または単にカテゴリ化エンジンを用いてそれらを既存
の分類基準に合わせて分類する。
【００２６】
　ＧＡＴＥに基づくような名前によるエンティティ抽出ツールは、テキストから適切な名
前をマイニングし、それらを別個の索引にリストし、可能な限り、データベース１１０ま
たは１２０の一部であるかもしれない人々あるいは企業のディレクトリのような認証ファ
イルに対するこれらの参照を行う。
【００２７】
　ユーザインタフェースモジュール１３７は、アクセス装置１４０のような１つ以上のア
クセス装置上に、無線もしくは有線による通信ネットワークを介して、検索インタフェー
ス１３７１および結果インタフェース１３７２のような、ウェブベースのユーザインタフ
ェースを全体的または部分的に定義するための、機械可読データおよび／または機械実行
可能な命令を含む。
【００２８】
　Ａｄモジュール１３８は、ユーザインタフェースモジュール１３７によって定義された
種々のディスプレイ内に広告を組み込むための、機械可読かつ／または機械実行可能な命
令セットを含む。いくつかの実施形態では、ａｄモジュール１３８は、実際の広告コンテ
ンツを含むが、一方で、他の実施形態では、広告コンテンツは、ａｄ識別子および／また
は広告選択ルールならびにａｄモジュールによって後に続けられるユーザデータに基づい
て、遠隔の広告データストアまたはデータベースにアクセスすることによって提供される
。例示的な広告の形態には、バナー広告およびハイパーリンクが含まれる。いくつかの実
施形態では、広告は、専門的な法的事項の取り扱い、専門家証言サービスの提供、電子情
報開示サービス、法廷サービス、評価サービス等に関連している。
【００２９】
　アクセス装置１４０は、全体として１つ以上のアクセス装置を表している。例示的な実
施形態では、アクセス装置１４０は、パーソナルコンピュータ、ワークステーション、パ
ーソナルデジタルアシスタント、携帯電話、またはサーバもしくはデータベースとの有効
なユーザインタフェースとなることができる何らかの他の装置の形態をとっている。具体
的には、アクセス装置１４０は、プロセッサモジュール１４１一つ以上のプロセッサ（ま
たは処理回路）１４１と、メモリ１４２と、ディスプレイ１４３と、キーボード１４４と
、グラフィカルなポインタまたはセレクタ１４５とを含む。
【００３０】
　プロセッサモジュール１４１は、１つ以上のプロセッサ、処理回路、またはコントロー
ラを含む。例示的な実施形態では、プロセッサモジュール１４１は、任意の都合のよい、
または望ましい形態をとっている。
【００３１】
　プロセッサモジュール１４１に連結されているのは、オペレーティングシステム１４６
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、ブラウザ１４７、およびグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）１４８用のコー
ド（機械可読または機械実行可能な命令）を格納するメモリ１４２である。例示的な実施
形態では、オペレーティングシステム１４６は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ（
登録商標）オペレーティングシステムの１バージョンのメモリ１４２．の形態をとり、ブ
ラウザ１４７は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（登録商標
）の１バージョンの形態をとっている。オペレーティングシステム１４６およびブラウザ
１４７は、キーボード１４４およびセレクタ１４５からの入力を受け取るのみならず、デ
ィスプレイ１４３上のＧＵＩ１４８のレンダリングをもサポートする。レンダリングの際
に、ＧＵＩ１４８は、１つ以上の対話型コントロール機能（すなわちユーザインタフェー
ス要素）と関連付けてデータを提示する。（例示的な実施形態は、サーバ１３０からのア
プレットまたは他のプログラマチックなオブジェクトもしくは構造を用いて、インタフェ
ース１４８の１つ以上の部分を定義する。）
　より具体的には、グラフィカルユーザインタフェース１４８は、クエリ領域または検索
領域１４８１および検索結果領域１４８２のような１つ以上のディスプレイ領域を定義す
なわち提供する。クエリ領域１４８１は、メモリ内に定義されており、レンダリングに際
し、一次データベース入力１４８１Ａ、クエリ入力領域１４８１Ｂ、クエリ送信ボタン１
４８１Ｃ、および二次検索イネーブル／ディスエーブル入力１４８１Ｄなどの、１つ以上
の対話型コントロール機能（要素またはウィジェット）を含む。
【００３２】
　一次データベース入力１４８１Ａは、例示的な実施形態では、ユーザがペイフォーアク
セスデータベース１１０のうちの１つ以上もしくは非ペイフォーアクセスデータベース１
２０のうちの１つ以上を選択できるプルダウンメニューの形態をとる。いくつかの実施形
態におけるペイフォーアクセスデータベースの選択は、一次結果領域１４８２Ａに表示さ
れる結果をともなう選択された（複数の）データベースを検索の一次対象と定義するのみ
ならず、二次対象を、二次データベース１１４および／または非ペイフォーアクセスデー
タベース（もしくはデータソース）１２０のうちの１つ以上と定義する。逆に、検索の一
次対象としての非ペイフォーアクセスデータベースまたはデータソースの選択は、二次対
象を、ペイフォーアクセスデータベースのうちの１つ以上と定義する。いくつかの実施形
態は、ここで説明したユーザ選択機能を省略し、一次データベースを、一組の１つ以上の
非ペイフォーアクセスデータベースと常に定義し、一方で、他の実施形態は、一次データ
ベースを、一組の１つ以上のペイフォーアクセスデータベースと定義する。
【００３３】
　クエリ入力領域１４８１Ｂは、ブールクエリまたは自然言語クエリの形をとったクエリ
として、ユーザが定義したテキスト文字列を受け取る。いくつかの実施形態では、クエリ
入力領域は、一組の２つまたはそれ以上の定義済みクエリにアクセスできるようになって
おり、それによって、例えば、特定の主題領域における基礎知識の開発を促進することが
できる。クエリ送信ボタン１４８１Ｃは、選択されると、処理のために、クエリ入力領域
１４８１Ｂ内のクエリのサーバ１３０への通信を生じさせる。二次検索イネーブル／ディ
スエーブル入力１４８１Ｄは、二次検索機能を有効または無効にするためのユーザ制御を
提供する。入力１４８１Ｄのデフォルト値は、所定のユーザに関するユーザプリファラン
スによって決定される。
【００３４】
　検索結果領域１４８２もメモリ内に定義されており、レンダリングに際し、送信された
クエリの一次対象内で発見した結果を表示するための一次結果領域１４８２Ａと、送信さ
れたクエリの二次対象内で発見した結果を表示するための二次結果領域１４８２Ｂと、１
つ以上の広告領域１４８２Ｃとを含む。領域１４８２Ａは、サーバ１３０を介して、デー
タベース１１０または１２０のうちの１つ以上から１つ以上の対応する一次検索結果の文
書にアクセスするかまたはそれらを検索するための機能、ＤＯＣＸ、ＤＯＣＹ、ＤＯＣＺ
のような、１つ以上の対話型コントロール機能を含む。各コントロール機能は、対応する
文書のそれぞれの表題および／または引用を特定するそれぞれの文書識別子またはラベル
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を含む。
【００３５】
　二次結果領域１４８２Ｂは、サーバ１２０を介して、データベース１１０のうちの１つ
以上からの１つ以上の対応する二次検索結果の文書にアクセスするかまたはそれらを検索
するための機能、ＤＯＣ１、ＤＯＣ２、ＤＯＣ３のような、１つ以上の対話型コントロー
ル機能を含む。各コントロール機能は、対応する文書のそれぞれの表題および／または引
用を特定するそれぞれの文書識別子またはラベルを含む。
【００３６】
　広告領域１４８２Ｃは、クエリ、検索結果、および／またはユーザもしくはクエリに関
する文脈情報に基づいて広告モジュール１２８によって選択される、一組またはそれ以上
の組の広告を含む。いくつかの実施形態では、広告は、結果領域の上下左右にあるサブ領
域のような結果領域の専用領域に配置され、一方で、別の実施形態では、広告は、場合に
よっては、個々の広告が検索結果に混ぜ込まれるか、または特定の結果に隣接して配置さ
れ、もっぱら非ペイフォーアクセス検索結果と共に配置される。
【００３７】
　例示的な実施形態では、これらのコントロール機能のうちの１つ以上は、ハイパーリン
クまたは他のブラウザ互換性のあるコマンド入力の形をとり、クエリ領域１４８１および
検索結果領域１４８２にアクセスしてそれらをコントロールできるようにしている。領域
１４８２内のコントロール機能をユーザが選択することにより、インタフェース１４８（
この図には示さず）の領域内の対応する文書の少なくとも１部分が検索および表示される
。図１では、クエリ領域１４８１と結果領域１４８２が同時に表示されるように示してい
るが、いくつかの実施形態は、それらを、ユーザ選択に基づいて、別々の時点で提示する
。さらに、または代替的に、いくつかの実施形態は、一次結果と二次結果を、領域１４８
２内に混ぜ合わせる。これらの実施形態のいくつかの変形形態は、二次結果を、見た目で
それらを一次結果と区別するフォントで、かつ／または二次結果が二次的もしくは補足的
であることを示すアイコンと組み合わせて提示する。
【００３８】
　（例示的オペレーション）
　図２に、システム１００のようなオペレーティングシステムの１つ以上の例示的な方法
のフローチャート２００を示す。フローチャート２００は、ブロック２１０～２６０を含
んでおり、それらは、本説明における他のブロックと同様に、例示的実施形態での直列シ
ーケンスで配列および説明される。しかしながら、いくつかの実施形態は、複数のプロセ
ッサ、またはプロセッサ様装置もしくは２つまたはそれ以上のバーチャルマシンあるいは
サブプロセッサとして編成された単一のプロセッサを用いて、２つまたはそれ以上のブロ
ックを並行して実行する。いくつかの実施形態はまた、プロセスシーケンスを変更するか
または異なる機能分割を行って、類似した結果を得る。例えば、いくつかの実施形態は、
サーバ側に示して説明する機能がクライアント側で全部または部分的に実行され、逆も同
様となるように、各機能のクライアント－サーバ割り当てを変更することができる。加え
て、さらに他の実施形態は、モジュール間およびモジュールを通して通信される関連する
制御信号およびデータ信号を用いて、各ブロックを、２つまたはそれ以上の相互接続ハー
ドウェアモジュールとして実行する。従って、例示的なプロセスフロー（図２および本説
明における）は、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、および他の望ましいイ
ンプリメンテーションに適用される。
【００３９】
　ブロック２１０では、ユーザへの検索インタフェースの提示が必要となる。例示的な実
施形態では、これには、Ｗｅｓｔｌａｗシステムのようなオンライン情報検索システムに
対して、ユーザがクライアントアクセス装置内のブラウザをインターネットプロトコル（
ＩＰ）アドレスに向け、次いで該システムにログオンすることが必要となる。いくつかの
実施形態は、認証を省略し、ユーザが自由に検索インタフェースにアクセスするのを可能
にしている。ログインに成功すると、図１のインタフェース１３８または図３のインタフ
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ェース３００（もしくはそれらの１つ以上の部分）のような、ウェブベースの検索インタ
フェースがサーバ１２０から出力され、メモリ１３２に格納され、クライアントアクセス
装置１３０によって表示されることになる。
【００４０】
　図３に示すように、インタフェース３００は、全体として図１の領域１４８１および１
４８２の機能に対応する、クエリ領域３１０および結果領域３２０を含む、いくつかの対
話型コントロール機能を含む。クエリ領域３１０は、クエリ入力領域３１２と、クエリ対
象領域３１４と、クエリ送信コマンド３１６とを含む。クエリ入力領域３１２は、クエリ
を定義したテキスト入力を受け取る。クエリ対象領域３１４は、ユーザがクエリの一次対
象をペイフォーアクセスデータベースまたは非ペイフォーアクセスデータベースもしくは
データソースと定義するのを可能にする。例示的な実施形態では、ペイフォーアクセスデ
ータベースを一次対象と定義することで、二次対象は、１つ以上の非ペイフォーアクセス
データベースまたはデータソースと定義される。クエリ送信コマンド３１６は、ユーザが
、アクセス装置１４０に、入力領域３１２に定義したクエリおよびクエリ対象領域３１４
で定義した選択を、サーバ１３０のようなサーバへ送信させるのを可能にする。
【００４１】
　インタフェース１４８または３００を使用して、ユーザは、クエリを定義または送信し
、サーバ１３０のようなサーバにクエリを出力させることができる。別の実施形態では、
クエリをユーザが定義または選択しておき、スケジュールドリブンベースまたはイベント
ドリブンベースで自動的に実行してもよい。これらの場合、クエリは、情報検索システム
用サーバのメモリに事前に存在することができ、従って、繰り返しサーバに通信する必要
はない。実行工程は次いで、ブロック２２０に進む。
【００４２】
　ブロック２２０では、クエリの受け取りが必要となる。例示的な実施形態では、クエリ
は、クエリストリング、および／または選択データベースのうちの１つ以上を含む、一組
の一次と二次の対象データベースを含む。上で述べたように、例示的な実施形態は、一次
データベースの選択に基づいて二次対象データベースを定義する。一次データベースがペ
イフォーアクセスデータベースである場合、二次データベースは、ユーザプリファランス
および／または他の基準で定義されたとおりに、１つ以上の非ペイフォーアクセスデータ
ベースを含むことになる。また、一次データベースが非ペイフォーアクセスデータベース
もしくはデータソースを含む場合、二次データベースは、１つ以上のペイフォーアクセス
データベースもしくはデータソースを含むことになる。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、クエリストリングは、一組の語および／またはコネクタを含
み、別の実施形態では、自然言語の文字列を含む。また、いくつかの実施形態では、対象
データベースの組は、システムまたは検索インタフェースの形態に基づいて、自動的に定
義されるか、または初期設定で定義される。また、いくつかの実施形態では、受け取った
クエリに、例えば二次検索機能が使用可能とされているか使用不可能とされているかを定
義する情報のような、他の情報を添えることができる。いずれにせよ、実行工程は、ブロ
ック２３０で次へ進む。
【００４４】
　ブロック２３０では、受け取ったクエリに基づくか、またはそれに応答して、一組の一
次文書または検索結果を特定する必要がある。例示的な実施形態では、これには、サーバ
またはサーバの制御もしくは命令を受けるコンポーネントが、対象のデータベースの組に
対するクエリを実行し、該クエリの基準を満たす文書を特定する必要がある。対象のデー
タベースによって、どの検索エンジンまたは検索手順に従うかが決定される。実行工程は
、ブロック２４０に進む。
【００４５】
　ブロック２４０では、二次検索機能が使用可能となっている場合、クエリに基づいて、
一組の１つ以上の二次文書を特定する必要がある。例示的な実施形態では、二次特定には
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通常、マルチ分類を行うテキスト分類エンジンのような、少なくとも一つの第２の検索エ
ンジンを用いて、１つ以上の二次データベースを検索する必要があり、該二次データベー
スのペイフォーアクセス特性または非ペイフォーアクセス特性は通常、一次データベース
のそれとは逆である。
【００４６】
　より具体的には、例示的な実施形態は、工程ブロック２４１～２４４を含む、フローチ
ャート２４０に示す方法をたどる。ブロック２４１では、ユーザクエリに基づいて二次デ
ータベースを検索する必要がある。
【００４７】
　ブロック２４２では、ブロック２３０での第１の検索エンジンからの結果に基づいて、
二次データベースを検索する必要がある。例示的な実施形態では、この検索には、一次検
索結果の文書のサブセットから、名詞語ペアまたは名詞語ペアの連鎖のようなテキストを
抽出し、特徴のプールまたはセットを定義する必要がある。次いで、抽出されたテキスト
が、上に述べたマルチ分類エンジンのようなテキスト分類器に入力され、二次データベー
ス内の関連する可能性のある記事、またはより一般的には文書と比較される。類似性閾値
を満たすことによって、他の検索結果と十分に類似しているとマルチ分類エンジンにより
判断されたものは、その後、二次検索結果に含められる。いくつかの実施形態では、一次
検索結果からの最も関連した文書の事前設定された数（例えば、上位５文書または文書の
上位５％）が基準として使用される。また、いくつかの実施形態は、二次データベースの
「よりこれに近い」種類の検索基準として一次検索結果のサブセットを用いることができ
る。実行工程は、ブロック２４３へ進む。
【００４８】
　ブロック２４３では、二次データベースの検索からの結果を組み合わせて、二次結果の
セットにすることが必要となる。例示的な実施形態では、拡張された検索結果または二次
検索結果には、クエリに関連すると判定された、ＡＬＲ、ＡｍＪｕｒのセクション、およ
びＷｅｓｔ　Ｋｅｙ　Ｎｕｍｂｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍの分類コード（および／または関連頭
注）が含まれる。
【００４９】
　例示的な実施形態では、二次データベースのトピック別範囲は、法律資料に集中する。
しかしながら、いくつかの実施形態では、例えば、ニュースおよび財務データベース、専
門家ディレクトリ等を含む、情報の任意の関連ドメインを検索することができる。二次デ
ータベースの文書の関連性を判定する際に、いくつかの実施形態は、二次検索エンジンに
加えて、顧客追跡または利用情報に依拠する。この情報は、二次結果内により多く含まれ
ている可能性がある類似の検索の後に、頻繁に使用（すなわち、「クリック」）、印刷、
および／またはキーサイトされた（ＫｅｙＣｉｔｅｄ）文書を確保する。
【００５０】
　さらに、いくつかの実施形態は、適合スコアの算定または候補となる二次結果のランク
付けの決定ファクタとして、文書内での語の位置を用いる。さらに、いくつかの実施形態
は、ユーザの身元または専門家としてのプロフィールのような、クエリに関する文脈情報
をも考慮に入れる。例えば、ユーザの専門領域がクエリの対象とは異なること、またはユ
ーザが最近所与の管轄区域への参加を許可されたことが専門家としてのプロフィールに示
されていた場合、ランク付けの際に、より多くのバックグラウンドまたは管轄区域の（地
理）情報を提供する二次結果をより重視することができ、逆に、有効なバックグラウンド
または手引材料（他のユーザがランク付けした）を提供しない結果は、重要度を下げるこ
とができる。別の実施形態は、ユーザが遂行するワークタスクをも考慮に入れることがで
きる。例えば、特定の管轄区域に対して訴状の草案を作成中のユーザには、類似の法律問
題または事例を有する勝訴実例からの訴状のサンプルを特定した二次結果を提示すること
ができる。ワークフローの信号または表示は、クエリ自体もしくは調査システムへのエン
トリポイント、例えば処理中の所与の文書を訴状として特定する文書処理プログラムのプ
ラグインから導き出すことができる。実行工程は、ブロック２５０へ進む。
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【００５１】
　ブロック２５０では、グラフィカルユーザインタフェースを介して、ユーザに一次およ
び二次データベースからの結果を提示する必要がある。例示的な実施形態では、これには
、一次結果のリストに隣接して、１つ以上の別個の領域、ウィンドウ枠、またはウィンド
ウに二次結果のリストを表示する必要があり、リストされた各文書またはより一般的には
項目は、関連文書（またはその一部分）の検索および／または表示を同じかまたは別個の
ウィンドウに呼び出すことがユーザによって選択可能な、ハイパーリンクのような、対応
する対話型コントロール機能と関連付けられている必要がある。例えば、図１の一次およ
び二次領域１３８１および１３８２、または図３の一次および二次領域３２０および３３
０を参照されたい。さらに、いくつかの実施形態は、二次結果を、広告３４０のような１
つ以上の広告と関連させて提示する。
【００５２】
　また、いくつかの実施形態は、別個のウィンドウ枠内に示される二次項目の数を、例え
ば１０または２０などの所定の項目数に自動的に限定する。例示的な検出事項には、Ａｍ
ｅｒｉｃａｎ　Ｌａｗ　Ｒｅｐｏｒｔｓ（ＡＬＲ）データベースおよびＡｍｅｒｉｃａｎ
　Ｊｕｒｉｓｐｒｕｄｅｎｃｅ　２ｄ　（ＡＭＪＵＲ）データベースからの文書へのリン
ク、ならびにＷｅｓｔのトピック・キーナンバー参照（図３には示さず）が含まれる。（
いくつかの実施形態は、赤色のキーサイト（ＫｅｙＣｉｔｅ）ステータスフラグ（その文
書がすでに廃棄されていることを示す）を有するＡＬＲ文書またはＡｍＪｕｒ文書のよう
な、二次結果文書も除外する）。さらに、判例法および法令を含む一次結果は、条約およ
び法律評論誌へのリンクを含むことができる。いくつかの実施形態は、表示された二次結
果のリスト数および／またはサイズをユーザが選択的に拡張し、そのようにしてより拡張
された二次結果のリストにアクセスすることを可能にする、「拡張」コントロール機能を
含む。
【００５３】
　ブロック２６０では、一次検索結果のうちの１つ以上の取り出しおよび提示が必要とな
る。例示的な実施形態では、これには、リストされた一次検索結果のうちの１つ以上をユ
ーザがクリックし、それによりアクセス装置１３０を起動させるか、もしくは１つ以上の
項目に対する要求を送信することが必要となる。例えば、リストされた項目３２１（図３
中の）、非ペイフォーアクセス文書をクリックすると、図４のインタフェース４００の文
書表示領域４１０内のＤｕｒａｂｌｅｓ　Ｐｏｗｅｒｓ　ｏｆ　Ａｔｔｏｒｎｅｙ上に、
対応するミズーリ州弁護士会の記事４１１の少なくとも一部分が提示されることになる。
【００５４】
　ユーザのアクセス権、および選択されたコンテンツがペイフォーアクセス文書であるか
または非ペイフォーアクセス文書であるかによって、ユーザアカウントに、一次検索結果
へのアクセスに対する料金が課金される。いくつかの実施形態は、何らかの適用料金の算
定に先立って、アクセスをキャンセルする選択肢をユーザに提供し、料金の算定に関して
、ユーザに助言的メッセージを提示する（いくつかの実施形態は、ペイフォーアクセスデ
ータベースから文書にアクセスするための前提条件として、パスワードおよびユーザ名ま
たはアカウント情報を入力するようユーザに要求することができ、一方で、別の実施形態
は、透過的にユーザ認証を実行することができる）。
【００５５】
　さらに、例示的な実施形態は、二次検索結果を更新することにより、一次文書のうちの
１つの選択に応答する。１つのインスタンスの更新には、選択された文書との現在の二次
検索結果の類似性に基づいた、現在の二次検索結果の全部またはサブセットの再ランク付
けが必要となる。図４では、二次結果領域は、図３中の領域３３０からの変化を示すため
に、３３０’で表されている。しかしながら、別のインスタンスでは、更新には、「むし
ろこれに近い」式方法論を用いた、新たな二次データベースクエリの実行を課すことがで
きる。
【００５６】
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　さらに、いくつかの実施形態は、一次結果および二次結果を、場合によっては、それら
のデータソースに対応する分類別のクラスタで提示する。例えば、いくつかの実施形態は
、全てのブログを、別の種類の結果とは独立に、関連性のランク順にグループ化する。い
くつかの実施形態は、非ペイフォーアクセス結果のうちの１つ以上の選択を予想して、そ
のような文書を取り出す際または表示する際のユーザに知覚される待ち時間を短縮する。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、ユーザインタフェースは、ワードペアおよびワードペアの連
鎖を活用する概念検索エンジンを用いて、オープンウェブコンテンツの垂直収集（例えば
、法律、財務、科学、または健康に関する垂直収集）をユーザがクエリすることができる
ようになっている。さらに、このインタフェースは、選択時に、カテゴリ割り当てまたは
文書と関連する指名されたエンティティに基づいて、ユーザが検索結果を選択的にフィル
タすることを可能にする機能を含む。広告、連邦データベースからの関連文書、または他
の情報製品のような追加コンテンツを、概念、カテゴリ割り当て、または指名されたエン
ティティに基づいて、ユーザに提供することができる。
【００５８】
　（結論）
　当業界の振興において、本発明者らは、数ある中でも特に、追加情報による検索結果の
追完を容易にする種々の例示的なシステム、方法、およびソフトウェアを提示してきた。
１つの例示的なシステムは、サブスクリプションベースシステム内のクエリに応答して、
オープンウェブ文書を自動的に検索および特定し、かつ／またはオープンウェブクエリの
受け取りに応答して、ペイフォーアクセスコンテンツを自動的に検索および特定する。
【００５９】
　上に説明した実施形態は、本発明を実施または実現する１つ以上の方法を例示して教示
することのみを目的としており、本発明の幅または範囲を限定しようとするものではない
。本発明の教示を実施または実現するあらゆる方法を包含する本発明の実際の範囲は、以
下の特許請求の範囲およびそれらの均等物によってのみ定義される。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】図１は、本発明の１つ以上の実施形態に対応する例示的な情報検索システム１０
０の図である。
【図２】図２は、オペレーティングシステム１００の１つ以上の例示的な方法および本発
明の１つ以上の実施形態に対応するフローチャートである。
【図３】図３は、本発明の１つ以上の実施形態に対応する例示的なグラフィカルユーザイ
ンタフェース３００の複写である。
【図４】図４は、本発明の１つ以上の実施形態に対応する例示的なユーザインタフェース
４００の複写である。
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